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61
半
数
が
来
期
「
や
や
好
転
」
と
予
測 

　
　
―
広
が
る
景
気
回
復
の
す
そ
野
― 

第
３
回 

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

 

九
の
研
究
機
関
か
ら
四
半
期
ご
と
に
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
二
○
○
五
年
七
月
〜

九
月
期
と
、
一
○
月
〜
一
二
月
期
の
地
域
経

済
及
び
雇
用
情
勢
の
実
績
と
見
通
し
を
聞
い

た
。
七
月
〜
九
月
期
は
、
四
月
〜
六
月
期
と

比
較
し
「
好
転
」
「
や
や
好
転
」
「
横
ば
い
」

「
や
や
悪
化
」
「
悪
化
」
し
た
か
を
五
段
階

評
価
で
た
ず
ね
た
。
一
○
月
〜
一
二
月
期
も

同
様
に
七
月
〜
九
月
期
と
の
比
較
で
聞
い
た
。 

 

そ
の
結
果
、
来
期
（
一
○
月
〜
一
二
月
期
）

の
地
域
経
済
を
「
好
転
」、「
や
や
好
転
」
と

明
る
い
見
通
し
を
示
し
た
の
は
、
常
陽
、
北

陸
、
関
西
、
中
国
、
四
国
の
五
モ
ニ
タ
ー
。

残
り
四
モ
ニ
タ
ー
の
う
ち
、
青
森
、
中
部
、

九
州
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
、
北
海
道

は
先
行
き
の
厳
し
さ
を
示
す
「
や
や
悪
化
」

と
す
る
回
答
を
寄
せ
た
。 

 
一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向

と
同
様
の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
一
○
月

〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
動
向
を
「
や
や
好
転
」

と
予
測
し
た
の
は
常
陽
、
北
陸
、
中
国
、
四

国
の
四
の
研
究
機
関
。
「
横
ば
い
」
は
青
森
、

中
部
、
関
西
、
九
州
の
四
機
関
で
、
「
や
や

悪
化
」
と
の
回
答
を
寄
せ
た
の
は
北
海
道
だ
。 

 

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
一
部
の
地
域
で

は
景
気
回
復
が
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体

と
し
て
は
改
善
基
調
が
浸
透
し
、
景
気
回
復

の
す
そ
野
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
リ
ポ
ー
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
半

面
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
し
て
、
高
止
ま
り
し

て
い
る
原
油
価
格
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
、

来
期
の
企
業
の
収
益
圧
迫
要
因
と
し
て
懸
念

を
示
す
回
答
も
あ
が
っ
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
生
産
活

動
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
背
景

に
、
雇
用
統
計
の
改
善
を
指
摘
す
る
報
告
が

相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
「
二
○
○
七

年
問
題
」
に
伴
う
人
材
確
保
の
面
か
ら
、
企

業
の
旺
盛
な
採
用
意
欲
を
指
摘
す
る
リ
ポ
ー

ト
も
出
て
き
た
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

   

北
海
道
　
先
行

き「
や
や
悪
化
」 

　
北
海
道
の
七
月
〜
九
月
期
の
地
域
経
済
の

動
向
を
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
の
は
北
海

道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
。 

 

理
由
と
し
て
、
①
個
人
消
費
は
、
横
ば
い

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
②
企
業
収
益
の
面
で

は
、
原
油
高
が
物
流
コ
ス
ト
に
跳
ね
返
る
な

ど
、
収
益
圧
迫
要
因
と
な
っ
て
い
る
③
基
幹

産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
観
光
業
で
は
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
知
床
半
島
や
旭
山
動
物

園
な
ど
一
部
地
域
で
は
賑
わ
い
を
見
せ
た
も

の
の
、
道
内
全
体
で
は
伸
び
悩
み
だ
っ
た
―

―
こ
と
を
あ
げ
、
前
期
（
四
月
〜
六
月
期
）

と
比
較
し
「
横
ば
い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
①
公

共
投
資
削
減
に
伴
う
建
設
業
界
の
環
境
悪
化

②
公
務
員
の
賃
金
引
き
下
げ
③
暖
房
需
要
期

に
お
け
る
灯
油
の
値
上
が
り
―
―
を
判
断
材

料
に
、
「
全
国
的
に
消
費
が
回
復
傾
向
を
示

す
な
か
、
道
内
で
は
抑
制
要
因
が
多
い
」
と

し
て
、
来
期
は
「
や
や
悪
化
」
と
先
行
き
の

厳
し
さ
を
示
し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
月
〜

九
月
期
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

プ
ラ
ス
の
材
料
と
し
て
、
「
高
卒
・
大
卒
と

も
内
定
率
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
学
卒
求

人
は
好
調
な
傾
向
を
示
す
」
こ
と
を
指
摘
し

つ
つ
も
、
マ
イ
ナ
ス
材
料
と
し
て
「
一
般
求

人
は
パ
ー
ト
中
心
。
正
社
員
が
増
え
る
状
況

に
は
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
、
「
全
体
と
し
て
、

四
月
〜
六
月
期
と
変
わ
ら
な
い
」
と
の
認
識

を
示
し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
求

人
数
が
伸
び
悩
み
傾
向
に
あ
り
、
企
業
の
収

益
悪
化
に
伴
い
パ
ー
ト
求
人
が
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
と
く
に
基
幹
産
業
で
あ
る
建

設
業
の
冬
季
求
人
減
少
が
、
道
内
全
体
の
雇

用
情
勢
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
」

と
し
て
、
来
期
の
道
内
の
雇
用
情
勢
は
「
や

や
悪
化
」
す
る
と
の
悲
観
的
予
測
を
示
し
た
。 

   

中
部
　
来
期

は「
横
ば
い
」 

　
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
は
、
七
〜

九
月
期
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
①
個
人
消

費
が
底
堅
い
動
き
を
示
し
た
②
住
宅
建
設
が

増
加
に
転
じ
た
―
―
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

「
引
き
続
き
回
復
基
調
に
あ
る
」
と
の
見
方

を
示
し
、
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
判
断

し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
「
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
海
外
経
済
の 
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動
向
や
、
原
材
料
価
格
上
昇
な
ど
、
一
部
に

不
安
定
要
因
が
あ
る
も
の
の
、
高
水
準
の
生

産
活
動
は
底
堅
く
推
移
す
る
も
の
と
見
ら
れ

る
」
と
の
見
通
し
を
示
し
、
「
横
ば
い
」
と

し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
七
月
〜
九

月
期
は
、
「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。
判
断

根
拠
と
し
て
、
「
製
造
業
を
中
心
に
新
規
求

人
が
増
加
し
、
新
規
求
人
倍
率
、
有
効
求
人

倍
率
と
も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
」
点
を

あ
げ
、
「
底
堅
い
消
費
と
高
水
準
の
生
産
活

動
を
背
景
に
、
中
部
地
区
の
雇
用
情
勢
は
前

期
に
続
き
改
善
傾
向
を
示
し
て
い
る
」
と
の

見
方
を
示
し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
前
期
同
様
「
横

ば
い
」
と
す
る
。
理
由
と
し
て
、
「
こ
れ
ま

で
雇
用
の
回
復
を
支
え
て
き
た
自
動
車
・
電

子
デ
バ
イ
ス
産
業
に
加
え
、
鉄
鋼
・
石
油
部

門
で
も
雇
用
が
伸
び
る
な
ど
、
幅
広
い
製
造

業
で
雇
用
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
」
こ
と
を

あ
げ
た
。 

   

関

西
　
雇
用
に
明
る
い
見
通
し 

　
関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
七
月
〜
九
月

期
の
地
域
経
済
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
評

価
し
た
。
理
由
と
し
て
、
①
設
備
投
資
が
好

調
を
持
続
②
生
産
は
持
ち
直
し
局
面
③
円
安

を
背
景
に
輸
出
は
好
調
に
推
移
④
個
人
消
費

は
緩
や
か
な
持
ち
直
し
⑤
住
宅
投
資
も
増
加

基
調
―
―
の
五
点
を
あ
げ
、
「
関
西
経
済
は

緩
や
か
な
回
復
が
持
続
し
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
「
ト
レ
ン
ド
と

し
て
、
緩
や
か
な
回
復
の
持
続
傾
向
に
は
変

化
は
な
い
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
「
一

○
月
〜
一
二
月
期
は
引
き
続
き
個
人
消
費
と

住
宅
投
資
は
堅
調
に
推
移
す
る
」
半
面
、
「
こ

れ
ま
で
関
西
経
済
の
牽
引
役
で
あ
っ
た
企
業

部
門
に
や
や
一
服
感
が
見
ら
れ
る
」
こ
と
か

ら
、
「
現
状
維
持
の
水
準
で
推
移
す
る
」
と

し
て
、
「
横
ば
い
」
の
回
答
を
寄
せ
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
月
〜

九
月
期
は
「
や
や
好
転
」
と
評
価
す
る
。
①

有
効
求
人
倍
率
が
三
六
カ
月
連
続
で
改
善
し

た
②
雇
用
者
所
得
が
増
加
に
転
じ
た
③
完
全

失
業
率
が
一
四
カ
月
連
続
で
減
少
し
た
―
―

こ
と
を
理
由
に
、
「
依
然
、
厳
し
さ
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
改
善
基
調
は
続
い
て
い
る
」

と
し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
「
関
西
景
気
は

、

前
期
に
比
べ
一
服
感
が
あ
る
と
は
い
え
、
改

善
基
調
に
変
化
は
な
い
」
と
し
、
「
完
全
失

業
率
な
ど
の
雇
用
関
連
デ
ー
タ
が
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
」
こ
と
と
、
「
二
○
○
七
年
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
大
手
企
業
が
採
用
を

増
や
し
は
じ
め
た
結
果
、
中
小
に
人
手
不
足

感
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
を
判

断
材
料
に
、
「
第
４
四
半
期
も
引
き
続
き
、

持
ち
直
し
局
面
の
調
整
が
進
む
」
と
し
て
、

「
や
や
好
転
」
す
る
と
予
測
す
る
。 

   

中
国
　
一
○
月
〜
一
二
月
期 

　
「
や
や
好
転
」 

　
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
今
期

（
七
月
〜
九
月
）
の
地
域
経
済
動
向
に
つ
い

て
、
「
横
ば
い
」
と
判
断
し
た
。 

 

理
由
と
し
て
、
「
携
帯
電
話
向
け
の
電
子
・

デ
バ
イ
ス
関
連
や
、
化
学
、
電
気
機
械
の
生

産
が
伸
び
て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
、
「
一
部
、

生
産
指
数
が
低
下
し
て
い
る
業
種
が
あ
る
も

の
の
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
（
好
調
だ
っ
た
）
前
期
の
反
動
減
で

あ
る
」
と
し
て
、
「
生
産
活
動
の
堅
調
さ
は

引
き
続
き
維
持
さ
れ
て
い
る
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。 

 

来
期
（
一
○
月
〜
一
二
月
）
の
経
済
予
測

に
つ
い
て
は
、
「
や
や
好
転
」
と
判
断
を
や

や
引
き
上
げ
た
。
根
拠
と
し
て
、
①
鉄
鋼
や

自
動
車
を
中
心
と
し
た
製
造
業
の
活
況
が
地

域
全
体
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
、
設
備
投

資
や
新
規
求
人
の
増
加
に
つ
な
が
る
好
循
環

が
生
ま
れ
る
②
年
末
商
戦
を
控
え
、
消
費
に

も
わ
ず
か
な
が
ら
持
ち
直
し
の
動
き
が
感
じ

ら
れ
る
③
懸
念
さ
れ
る
原
油
価
格
の
高
騰
は
、

省
エ
ネ
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
対
策

が
進
み
、
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
は
軽
微

で
あ
る
―
―
こ
と
を
あ
げ
た
。 

 
一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
今
期
は

、

「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
評
価
を
下
し
た
。

理
由
と
し
て
、
「
住
宅
受
注
が
好
調
な
建
設

業
の
ほ
か
、
一
般
機
械
、
自
動
車
、
造
船
と

い
っ
た
主
要
業
種
で
、
新
規
求
人
が
相
次
い

で
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
、
併
せ
て
「
景
気
に

回
復
に
伴
い
（
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
）
退
職
者

が
減
少
し
た
こ
と
で
、
失
業
者
数
が
減
少
し

た
」
点
も
好
材
料
と
み
た
。
と
は
い
え
、
明

る
い
材
料
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
島
根
や
鳥

取
の
中
山
間
地
区
で
は
、
公
共
投
資
の
削
減

や
、
一
次
産
業
の
停
滞
に
よ
り
、
雇
用
の
底

入
れ
感
は
な
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢

が
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
」
と
し
て
、
一

部
の
地
域
で
は
雇
用
情
勢
の
回
復
が
遅
れ
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
地
域
間
格
差
が
残
っ
て

い
る
点
も
付
記
し
た
。 

 

来
期
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
前
期
に

引
き
続
き
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
通
し

を
示
す
。
「
地
域
格
差
は
依
然
と
し
て
残
る
」

と
前
置
き
し
な
が
ら
も
、
「
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
を
控
え
、
企
業
の
人
材
確
保
意
欲
が

高
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
「
中
国

向
け
輸
出
の
拡
大
か
ら
、
鉄
鋼
や
自
動
車
で

採
用
意
欲
が
熱
を
帯
び
、
高
校
生
へ
の
求
人

倍
率
が
広
島
県
で
一
・
五
倍
に
迫
る
勢
い
を

示
し
て
い
る
」
点
も
付
け
加
え
た
。 

   

四
国
　
来
期
は「
や
や
好
転
」 

　
四
国
経
済
連
合
会
は
、
地
域
経
済
の
実
績

（
七
月
〜
九
月
期
）
、
見
通
し
（
一
○
月
〜
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一
二
月
期
）
を
、
と
も
に
、
「
や
や
好
転
」

と
す
る
明
る
い
回
答
を
寄
せ
た
。 

 
七
月
〜
九
月
期
は
、
「
四
国
経
済
は
、
生

産
活
動
が
持
ち
直
し
基
調
に
あ
り
、
設
備
投

資
に
も
積
極
的
な
動
き
が
見
ら
れ
る
。
個
人

消
費
も
、
力
強
さ
に
は
欠
け
る
も
の
の
上
向

き
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
、
四
国
全
体

の
景
況
感
を
示
し
た
う
え
で
、
「
当
会
（
四

国
経
済
連
合
会
）
が
実
施
す
る
景
気
動
向
調

査
（
○
五
年
九
月
）
に
よ
る
と
、
経
営
者
の

景
況
感
は
、
景
気
が
『
既
に
回
復
』
、
ま
た

は
『
回
復
傾
向
』
と
見
る
企
業
の
割
合
が
、

前
回
調
査
（
○
五
年
六
月
）
の
三
五
％
か
ら

四
六
％
へ
増
加
し
た
」
こ
と
を
材
料
に
「
や

や
好
転
」
と
判
断
し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
「
当
会
の
九
月
調

査
で
、
来
期
は
『
変
わ
ら
な
い
』（
八
一
％
）、

『
良
く
な
る
』（
一
四
％
）、『
悪
く
な
る
』（
五

％
）
と
な
り
、
六
月
調
査
と
比
べ
『
良
く
な

る
』
が
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
」
こ
と
と
、

「
内
閣
府
の
景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
で
四

国
の
景
気
の
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
が
前
月
比
○
・

五
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
五
二
・
三
と
な
っ
た
」

こ
と
を
理
由
に
、
来
期
は
「
や
や
好
転
」
す

る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。 

 

ま
た
、
四
国
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、

実
績
・
見
通
し
、
と
も
に
「
や
や
好
転
」
と

評
価
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
は
、
「
当
会
の
九
月
調
査

で
、
現
在
、
雇
用
調
整
し
て
い
る
企
業
の
割

合
は
、
前
回
調
査
と
比
べ
一
ポ
イ
ン
ト
改
善

の
二
五
％
。
新
卒
採
用
の
削
減
や
停
止
を
実

施
し
て
い
る
企
業
も
一
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
一

六
％
と
、
と
も
に
や
や
好
転
し
て
い
る
」
こ

と
を
判
断
理
由
と
し
て
あ
げ
た
。 

 
一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
「
当
会
九
月
調

査
で
、
今
後
、
雇
用
調
整
を
実
施
す
る
企
業

割
合
が
二
一
％
と
、
前
回
調
査
（
六
月
）
と

比
べ
三
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
新
卒
採
用
の
削
減
・
停
止
を
実
施
す

る
企
業
も
三
ポ
イ
ン
ト
改
善
の
一
二
％
と
な

っ
た
」
こ
と
を
要
因
と
し
て
指
摘
し
た
。 

   

九
州
　
来
期
経
済
は「
横
ば
い
」 

　
九
州
経
済
調
査
協
会
は
、
七
月
〜
九
月
期

の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
九
州

の
景
気
は
、
設
備
投
資
や
住
宅
投
資
に
牽
引

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
、
除
々
に
で

は
あ
る
が
、
消
費
に
回
復
の
動
き
が
出
て
き

た
」
と
分
析
。
あ
わ
せ
て
、
「
鉱
工
業
生
産

指
数
は
七
月
ま
で
前
年
割
れ
が
続
い
て
い
た

が
、
八
月
、
九
月
と
二
カ
月
連
続
と
前
年
を

上
回
っ
た
」
こ
と
も
判
断
材
料
と
し
て
付
け

加
え
、
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
評
価
を
下

し
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
「
設

備
投
資
、
住
宅
投
資
が
こ
れ
ま
で
比
較
的
長

期
に
わ
た
り
高
い
伸
び
を
続
け
て
き
た
だ
け

に
、
そ
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。
住
宅
投
資

に
関
し
て
は
こ
こ
二
カ
月
、
急
速
に
伸
び
が

縮
小
し
た
」
な
ど
の
不
安
材
料
を
指
摘
。
続

け
て
、
「
日
銀
の
九
州
短
観
の
収
益
計
画
に

よ
る
と
、
○
五
年
下
期
は
前
回
調
査
（
六
月
）

か
ら
四
・
○
％
下
方
修
正
さ
れ
る
な
ど
、
企

業
収
益
に
陰
り
が
見
え
て
き
た
」
こ
と
を
判

断
材
料
に
、
来
期
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」

と
の
見
通
し
を
立
て
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
七
月
〜

九
月
期
は
、
「
や
や
好
転
」
と
の
見
方
を
し

て
い
る
。
判
断
根
拠
と
し
て
、
総
務
省
の
『
労

働
力
調
査
』
を
あ
げ
、
「
七
月
〜
九
月
期
の

非
農
林
業
就
業
者
数
は
、
前
年
同
期
比
で
六

万
人
増
、
前
期
（
四
月
〜
六
月
）
比
で
四
万

人
増
と
、
就
業
者
の
増
加
が
続
い
て
い
る
」

こ
と
を
あ
げ
た
。 

 

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
①
先
行
指
標
と

さ
れ
る
新
規
求
人
数
の
伸
び
が
こ
こ
に
き
て

急
激
に
鈍
化
し
て
い
る
②
長
ら
く
二
桁
増
が

続
い
て
き
た
派
遣
ス
タ
ッ
フ
実
稼
働
者
数
（
人

材
派
遣
業
協
会
）
の
七
月
〜
九
月
期
の
伸
び

が
○
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
た
③
労
働
需
要
を

牽
引
し
て
き
た
自
動
車
産
業
の
設
備
投
資
と

生
産
が
一
服
す
る
―
―
こ
と
を
判
断
理
由
に
、

「
横
ば
い
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。 

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇ 

 

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合

研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人
常
陽
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法
人
中
部
産

業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、
財
団
法
人

北
陸
経
済
研
究
所（
富
山
）、
財
団
法
人
関
西

社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団
法
人
中
国

地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、
四
国
経

済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州
経
済
調

査
協
会（
福
岡
）。 


